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た
だ
一
人
、
東
京
で
就

業
体
験
し
た
保
坂
真
智
さ

ん
（
経
営
３
・
宮
城
県
中

新
田
高
∥
写
真
）
は
「
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

す
。
産
経
広
告
社
（
千
代

田
区
）
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
（
８
月
１８
～
２２
日
）

で
は
、
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー

ツ
の
編
集
会
議
に
同
席
し

た
り
、
新
聞
や
広
告
の
製

作
現
場
を
見
学
し
た
り
し

た
。保

坂
さ
ん
は
石
鳳
祭
実

行
委
員
と
し
て
ゲ
ー
ム
や

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
舛

井
道
晴
准
教
授
の
ゼ
ミ
で

は
商
品
開
発
を
学
ぶ
。

「
も
と
も
と
ア
イ
デ
ア

を
出
す
の
は
好
き
で
し
た

が
、
自
分
が
進
み
た
い
の

は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
希
望

に
か
な
う
企
画
を
提
案

し
、
形
に
す
る
広
告
業
だ

と
確
信
で
き
ま
し
た
」

同
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
勧
め
て
く
れ
た
の

は
舛
井
准
教
授
。
東
京
で

の
話
を
聞
き
「
充
実
し
て

い
た
ん
だ
ね
」
と
喜
ん
で

く
れ
た
と
い
う
。

「
県
内
で
の
就
職
を
望

ん
で
い
る
母
か
ら
『
（
東

京
に
）
出
る
の
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
』
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
私
が
少
し
変
わ
っ

た
と
感
じ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」

不
安
だ
っ
た
東
京
滞
在

を
乗
り
越
え
、
積
極
的
に

な
っ
た
。
県
内
で
の
就
職

を
第
一
に
考
え
て
い
る

が
、
東
京
へ
出
る
こ
と
の

不
安
が
減
り
、
自
信
が
つ

い
た
と
振
り
返
っ
た
。

夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
実
施
さ
れ
る
夏
期
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
、
理
工
学
部
と
経
営
学
部

の
３
年
次
生
３１
人
が
参
加
し
た
。
受
け
入
れ
先

は
宮
城
県
内
を
は
じ
め
青
森
、
岩
手
、
秋
田
、

福
島
各
県
の
自
治
体
や
企
業
、
団
体
な
ど
２１
カ

所
。
学
生
た
ち
は
２
～
５
日
間
、
職
場
体
験
を

積
ん
だ
。

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た

い
け
れ
ど
や
り
方
が
わ
か
ら

な
い
、
同
じ
よ
う
な
志
を
持

っ
た
仲
間
も
い
な
い
―
。
行

動
で
き
ず
に
い
た
私
を
変
え

た
の
が
高
２
の
時
に
参
加
し

た
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
高
校

生
が
集
ま
り
、
米
国
で
授
業

を
受
け
、
面
白
い
考
え
や
ア

イ
デ
ア
を
持
っ
た
高
校
生
や

企
業
家
の
方
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
輝
い
て
い
る
方
々
の
話

を
聞
き
、
地
域
や
人
々
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
高
校
生
２５
人
と
共

に
学
び
ま
し
た
。
朝
の
点
呼

か
ら
始
ま
り
、
広
い
大
学
の

寮
か
ら
教
室
ま
で
案
内
し
、

一
緒
に
「
公
共
空
間
」
の
授

業
を
受
け
、
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
り
、
環
境
に
慣
れ
な
い
生

徒
を
ケ
ア
し
た
り
。
常
に
周

り
に
気
を
配
り
、
頭
を
フ
ル

回
転
さ
せ
る
毎
日
で
し
た
。

人
と
の
出
会
い
で
人
は
変

わ
り
ま
す
。
２
年
前
か
ら
学

外
の
団
体
や
山
崎
泰
央
経
営

学
部
教
授
の
ゼ
ミ
活
動
（
現

・
支
援
サ
ー
ク
ル
ひ
だ
ま

り
）
に
参
加
し
、
子
ど
も
支

援
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
高

校
生
た
ち
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。
将
来
は

保
育
士
の
資
格
を
取
り
、
貧

困
や
紛
争
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
た
ち
の
力
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
東
北
３
県
の
高
校
生
が
、

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
学
ぶ
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
サ
マ
ー
２
０
１
４

ソ
フ
ト
バ
ン
ク

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
日

米
カ
ウ
ン
シ
ル
主
導
、
以
下

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
）
に
、
沼

津
明
日
香
さ
ん
（
人
間
１
・

宮
城
県
石
巻
商
業
高
）
が
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

過
去
２
回
の
参
加
者
４
０
０

人
の
中
か
ら
、
高
校
生
の
ま

と
め
役
（
４
人
）
の
１
人
に

選
ば
れ
た
。
帰
国
し
た
沼
津

さ
ん
に
３
週
間
（
７
月
２２
日

～
８
月
１２
日
）
の
米
国
滞
在

の
収
穫
を
聞
い
た
。

８
月
６
日
、
本
学
Ｆ
Ｄ
委

員
会
と
大
学
開
放
セ
ン
タ
ー

が
共
同
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
北

側
の
演
習
林
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
実
施
し
た
。

Ｆ
Ｄ
委
員
会
は
体
験
型
授

業
に
お
け
る
指
導
法
な
ど
を

研
究
し
、
授
業
の
改
善
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
に
公
開

授
業
「
里
山
の
管
理
と
活

用
」
を
開
講
し
た
。

依
田
清
胤
理
工
学
部
教
授

が
講
師
を
務
め
、
里
山
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

作
業
を
学
生
２０
人
に
説
明
。

演
習
林
の
樹
木
が
枯
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
、
高
く
茂
る

約
２
０
０
本
の
竹
を
伐
採
し

た
。大

学
開
放
セ
ン
タ
ー
は
石

巻
信
用
金
庫
と
の
連
携
協
定

に
基
づ
く
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
「
地
域
の

環
境
保
全
活
動
」
を
展
開
。

７
月
の
依
田
教
授
に
よ
る
特

別
講
演
会
に
続
き
、
こ
の
公

開
授
業
に
参
加
し
た
。

同
信
金
の
新
入
社
員
２０
人

が
学
生
と
と
も
に
竹
の
伐
採

に
取
り
組
ん
だ
。
作
業
後
に

は
、
演
習
林
や
伐
採
し
た
竹

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
議

論
。
地
域
の
緑
化
や
環
境
保

全
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
、
理
解
を
深
め

た
。科

学
の
祭
典
で

面
白
さ
伝
え
る

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学

の
祭
典

２
０
１
４
石
巻
大

会
」
が
８
月
１０
日
、
本
学
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

理
工
学
部
の
教
員
や
学
生
ら

が
実
験
、
工
作
教
室
を
実
施

し
、
来
場
し
た
延
べ
約
９
０

０
人
の
子
ど
も
た
ち
に
科
学

の
面
白
さ
を
伝
え
た
。

同
祭
典
は
毎
年
、
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本

学
で
は
２
０
０
１
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
。
今
年
も
宮
城

県
内
の
小
中
高
校
、
大
学
や

研
究
機
関
な
ど
が
全
３４
の
体

験
教
室
を
展
開
し
た
。

本
学
は
「�
美
味
し
い
微

生
物
�
を
見
て
み
よ
う
！
」

（

宮

嵜

厚

研

究

室
）、「
牛
乳
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
作
ろ

う
」
（
鳴
海
史
高
研

究
室
）、「
ム
ニ
ュ
ム

ニ
ュ
星
人
を
作
ろ
う

�
」
（
指
方
研
二
研

究
室
）、「
ロ
ボ
ッ
ト

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

ん
で
迷
路
を
ク
リ
ア

し
よ
う
」
「
走
れ
コ

ン
デ
ン
サ
カ
ー
！
」

（
と
も
に
情
報
電
子

工
学
科
）
の
５
テ
ー

マ
を
用
意
。
趣
向
を
凝
ら
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
教
室
が
展
開

さ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
学
校
や
家
庭
で
は
な

か
な
か
体
験
で
き
な
い
も
の

づ
く
り
や
実
験
に
興
味
津
々

で
取
り
組
ん
だ
。

若
月
教
授
が
報
告

エ
ネ
ル
ギ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
と
産
業
振
興
を
目
指
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
る
「
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
石
巻
～

石
巻
の
復
興
に
向
け
て
～
」

（
東
北
復
興
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
主
催
）
が
８
月
８
日
、

石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
・

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
大

学
や
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
を
発
表
す
る
な
か
、

本
学
の
若
月
昇
理
工
学
部
教

授
も
登
壇
。
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
モ
バ
イ
ル
コ
ン
セ
ン
ト

の
研
究
開
発
」
を
テ
ー
マ
に

報
告
を
行
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

締
め
く
く
り
と
し

て
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
佐
々
木

洋
理
工
学
部
教
授

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
担
当
。
亀

山
紘
石
巻
市
長
ら

と
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
域

で
の
活
用
」
を
テ

ー
マ
に
議
論
を
重

ね
た
。

大
学
見
学
会
開
く

石
巻
圏
域
の
高
校
生
を
対

象
と
し
た
「
大
学
見
学
会
」

が
８
月
２３
日
、
本
学
で
初
め

て
開
催
さ
れ
た
。
高
校
生
や

関
係
者
ら
２
３
１
人
が
来
場

し
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
て
大
学
に
対
す
る
理
解

を
深
め
た
。

こ
の
見
学
会
は
石
巻
地
区

の
教
育
力
向
上
を
目
指
し
、

本
学
と
石
巻
地
域
高
等
教
育

事
業
団
、
石
巻
地
区
高
等
学

校
長
協
会
の
３
団
体
が
共
催

し
た
。
当
日
は
学
部
の
紹

介
、
圏
域
高
等
学
校
出
身
の

社
会
人
に
よ
る
講
話
、
施
設

見
学
、
模
擬
授
業
、
地
域
に

関
す
る
研
究
・
教
育
の
紹

介
、
石
巻
地
区
高
等
教
育
事

業
団
奨
学
金
の
説
明
な
ど
が

行
わ
れ
、
高
校
生
た
ち
に
大

学
に
進
学
す
る
こ
と
の
意
義

を
伝
え
た
。

�

学
生
が
子
ど
も
た
ち
の
実
験
を

サ
ポ
ー
ト

里
山
の
管
理
と
活
用
学
ぶ

�

演
習
林
で
公
開
授
業
�

夏
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

３
年
次
生
３１
人
が
参
加

�

竹
の
伐
採
に
精
を
出
す
学
生
た
ち

産経広告社で体験 保坂真智さん（経営）

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
サ
マ
ー
２
０
１
４

沼
津
明
日
香
さ
ん
（
人
間
１
）

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加

進路業種を確信

�

多
く
の
高
校
生
が
来
場

▲

前
列
左
か
ら
２
人
目
が

沼
津
さ
ん

人
と
の
出
会
い
で
人
は
変
わ
る

�

高
い
関
心
を
集
め
た
若
月
教
授

の
報
告
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